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故 小林日出夫村長　長い間ありがとうございました。
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平
成
十
二
年
に
初
当
選
を
果
た
し
て
か
ら
の
三
期
九
年
七
カ
月
は
、
現
代

の
厳
し
い
社
会
情
勢
に
加
え
、
多
様
化
す
る
行
政
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
舵
取
り
の
難
し
い
時
代
に
あ
っ
て
、
故
小
林
日
出
夫
村
長
は
、「
将
来
を

洞
察
し
、
村
民
と
の
対
話
を
基
本
に
村
政
を
進
め
れ
ば
村
が
目
指
す
『
夢
と

希
望
に
満
ち
あ
ふ
れ
た
村
づ
く
り
』
が
必
ず
実
現
す
る
。」
と
の
強
い
信
念
と

力
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
村
政
に
望
み
、
山
積
す
る
諸
問
題
に
積
極
果
敢

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
し
た
。

　

財
政
再
建
・
村
立
病
院
の
医
師
不
足
を
始
め
と
す
る
多
く
の
諸
問
題
を
抱

え
、「
夢
を
決
し
て
諦
め
な
い
」
そ
し
て
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
を
信
条

に
村
の
再
建
を
大
き
く
前
進
さ
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ど
の
よ
う
な
時
代
環
境
に
も
対
応
で
き
る
村
づ
く
り
を
目
指
し
、

福
祉
事
業
の
充
実
や
教
育
環
境
の
向
上
な
ど
様
々
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
積

極
的
に
取
り
組
み
、
誰
も
が
住
み
よ
い
村
づ
く
り
実
現
に
向
け
、
そ
の
政
治

手
腕
と
行
動
力
を
発
揮
し
、
改
革
を
着
実
に
進
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
さ
に
そ
の
成
果
が
現
れ
始
め
た
矢
先
で
の
早
す
ぎ
る
旅
立
ち
は
、
誠

に
惜
し
ま
れ
ま
す
が
、
そ
の
職
務
に
全
身
全
霊
を
傾
け
て
き
た
姿
、
功
績
は
、

村
民
の
記
憶
に
深
く
刻
ま
れ
、
村
の
歴
史
に
永
遠
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

心
か
ら
村
を
愛
し
た
小
林
村
長　

九
年
間
の
軌
跡

【初登庁する小林村長】
　多くの住民や村議員、村職員に迎えられ初
登庁する小林村長。その瞳には、強い決意と
自信が感じられました。（平成12年3月1日）

【
財
政
再
建
行
脚
】
平
成
19
年
・
20
年

　

小
林
村
長
自
ら
、
村
が
分
譲
す
る
住
宅
団
地
販
売
促

進
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
地
元
中
学
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
入

り
の
帽
子
を
お
守
り
に
泉
崎
村
の
自
宅
か
ら
東
京
銀
座

ま
で
約
200
㎞
を
歩
き
通
し
た
財
政
再
建
行
脚
。

  

（
平
成
20
年
12
月
31
日
）

【
施
政
方
針
】

　

毎
年
行
わ
れ
る
小
林
村
長
の
施
政
方
針
で
は
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
全
て
の
住
民
が
住

み
よ
い
村
づ
く
り
を
目
指
す
施
策
を
熱
意
を
持

っ
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

【
自
主
的
財
政
再
建
に
係
る
集
落
説
明
会
】

　

平
成
13
年
７
月
18
日
〜
８
月
３
日
ま
で
自
主

的
財
政
再
建
に
係
る
集
落
説
明
会
を
各
公
民
館
・

集
会
所
で
開
催
。
そ
の
熱
意
あ
る
再
建
へ
の
決

意
が
住
民
の
心
を
打
ち
ま
し
た
。

【村長ブログ】平成 17年 5月 10日～
　住民との対話を一番大切にしていた小林村長が、
どんなに忙しくても毎日欠かさず更新していた「村
長の日記」

責
任
感

　

成
せ
ば
な
る
、
有
言
実
行
で
貫
き
通
し

た
村
へ
の
想
い

3 広報
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【ゆったり通勤奨励金制度】

【e‐村民登録者から初の移住者誕生！】

【愛郷の輝き交流事業】
　昔ながらの田植、草取り、稲刈り、その後
の天日干し作業の手法で、地酒作りを通して
田舎暮らしの良さを体験してもらおうと、村
長自ら参加し、平成１６年度より行われてい
る交流事業。

【いずみざき桜ウォーク】平成 15年～
　小林村長が、村内の素晴らしい桜並木を多
くのに楽しんでほしいとの思いから始まっ
た、「いずみざき桜ウォーク」には、毎年大
勢の方が参加されます。

【天王台ニュータウン現地無料招待会で
熱心にPRする小林村長】

【愛郷基金】ふるさと納税制度
　昨年度、「愛郷基金」の寄附件数は、県内
で最大。多くの方は、村長の情熱とひたむき
な努力に共感し応援くださいました。

【泉崎新そばまつり】平成 15年～
　そば打ち名人でもある小林村長は、毎年コ
ラッセふくしまで開催される「泉崎新そばま
つり」でも自ら打ったそばを来場者に振る舞
いました。

【健康増進奨励金制度】 【住宅ローンスーパーサポート１２３奨励金制度】

「
夢
を
決
し
て
諦
め
な
い
」

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
知
ら
れ
た
小
林
村
長
は
、
数
々
の
政
策
を
打

ち
出
し
財
政
再
建
の
建
て
直
し
を
図
り
ま
し
た
。

友　

愛

　

人
を
愛
す
る
小
林
村
長
に
は
、
い
つ
し

か
大
勢
の
仲
間
が
集
ま
り
ま
し
た
。

財政再建のため、村が分譲している住宅団地販売促進のため数々の奨励金制度を創設しました。



4広報

いずみざき

【村長と児童生徒との懇談会】
　「子供たちの生の声を聞いてみたい」とい
う村長の発案から行われました。
（平成１４年７月３日）

【南会津町と泉崎村が「結」協定を締結】
　国道２８９号甲子トンネルの開通を契機
に、お互いの地域の活性化に繋がるような交
流を目指して締結された「結」協定。
（平成２０年９月２４日）

【泉崎南東北診療所開設】平成 21年 4月～
　安心して生活できる医療機関をと、村立病
院存続にご尽力され、財団法人脳神経疾患研
究所と準備協定を締結する小林村長。

【保健推進功労厚生労働大臣表彰受賞】元気はつらつ教室・スッキリ教室・筋肉を貯える貯筋会
　平成 12年度から痴呆予防事業として「スッキリ教室」を開催し、平成 14年度からは介護予防事業として、「出前元気
はつらつ教室」を行い、また、体力維持・増進を図ることを目的とした筋肉を貯える「貯筋会」を実施。住民の健康づく
りに積極的に創意工夫を図るなど、格別の努力が認められ厚生労働大臣賞を受賞いたしました。

【子育て環境の充実】出産祝金贈呈式
　「子どもは村の大切な宝です。」出産祝金増
額は必要な政策だと、平成 19 年に条例改正
を行いました。

【友好都市テモラ町ピーター町長来村】
　友好都市のオーストラリアテモラ町の皆さ
んが干ばつ被害に苦しんでいる事に胸を痛
め、募金活動を行った小林村長に敬意を表し
ピーター町長が来村。
（平成２０年４月７日～９日）

【泉崎村障がい者支援センター開設】
　誰もが住みよい村づくりを目指した村長
が、障がいを持つ方々の自立支援の手助けが
出来ればと建設。指定管理者調印式。
（平成１９年２月２８日）

子
育
て
応
援

　

子
供
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
が
大
好

き
だ
っ
た
小
林
村
長
。

友　

好

　
「
結
」
の
精
神
の
下
、
助
け
合
い
の
大
切

さ
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

医
療
・
福
祉
の
向
上

　

住
民
主
体
の
村
長
は
、
よ
り
良
い
地
域

医
療
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

5 広報
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【無料職業紹介所】
　求人・求職に困っている方に職業の斡旋を
行うため、村長自ら職業紹介の資格を取得し、
「いずみざき無料職業紹介所」を開設。
（平成１６年１０月１日）

【区長・自治組合長会議】平成15年～毎年実施
　小林村長の提案で住民の皆さんの意見・要
望等を広く聞き、行政サービスの向上に繋げ
たいと、毎年４月に区長・自治組合長会議を
開催。

【日曜窓口開庁】
　さらに村民の利便性を図るため、日曜日に
役場窓口の一部開庁を始めました。
（平成２１年４月）

【光ファイバー整備実現に向け要望書を提出】
　情報化社会に対応する村づくり実現のた
め、村民の皆様、企業の皆様から提出いただ
いた「５７４件」の仮申込書と要望書をNTT
郡山支店長に手渡し、早期整備実現に向け尽
力されました。（平成２１年３月２６日）

行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

　

住
民
の
利
便
性
を
図
る
政
策
に
数
多
く
取
り
組
み
ま
し
た
。

「
夢
を
決
し
て
諦
め
な
い
」

　
「
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
」
あ
な

た
の
そ
の
前
向
き
で
ま
っ
す
ぐ
な
生

き
方
が
多
く
の
方
に
自
信
と
希
望
を

与
え
ま
し
た
。

　

村
の
た
め
な
ら
惜
し
ま
ず
体
を
投

げ
打
つ
姿
勢
、
住
宅
団
地
の
販
売
の

た
め
、
誰
も
が
真
似
の
出
来
な
い
東

京
行
脚
を
断
行
。
そ
の
強
い
責
任
感

と
行
動
力
が
多
く
の
人
の
胸
を
打
ち

ま
し
た
。

　

人
間
関
係
を
何
よ
り
も
大
切
に
す

る
あ
な
た
は
公
務
で
忙
し
い
日
々
の

中
で
も
毎
日
欠
か
さ
ず
ブ
ロ
グ
を
通

し
て
多
く
の
方
へ
熱
意
と
想
い
を
発

信
し
続
け
ま
し
た
。

　

あ
な
た
が
目
指
し
た
村
づ
く
り
は

情
熱
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
い
つ
も
キ

ラ
キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

あ
な
た
が
亡
き
後
も
、
わ
た
し
た

ち
は
あ
な
た
の
大
好
き
だ
っ
た
笑
顔

を
絶
や
さ
ず
常
に
前
を
向
い
て
歩
み

続
け
ま
す
。

　

小
林
村
長
、
夢
と
希
望
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。
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９
月
15
日
の
老
人
の
日
に
村
農

業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で

村
内
に
住
む
70
歳
以
上
の
方
な
ど
約

５
０
０
名
を
迎
え
盛
大
に
、
敬
老
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
米
寿
を
迎
え
ら
れ
た

方
々
や
、
金
婚
式
・
し
あ
わ
せ
金
婚

式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
に
記
念
品

と
慶
賀
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
小
林
日
出
夫
村
長
が

「
皆
様
と
共
に
長
寿
を
心
か
ら
お
祝

い
で
き
ま
す
こ
と
は
、大
変
嬉
し
く
、

大
き
な
喜
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

豊
か
な
経
験
を
た
く
さ
ん
お
持
ち
の

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
健
康
で
明
る
く
、
元
気
に
仲
良

く
力
を
合
わ
せ
「
結
の
精
神
」
で
村

づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

　　

式
典
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
泉
崎
第
二
小
学
校
５
年
生
、
泉

崎
中
学
校
弦
楽
合
奏
、
福
島
音
楽
療

法
研
究
会
「
ラ
ル
ゴ
」、
フ
ラ
ダ
ン

ス
「
す
み
れ
会
」、
泉
崎
さ
つ
き
レ

ク
ダ
ン
ス
、
中
華
太
極
拳
ク
ラ
ブ
、

サ
ー
ク
ル
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
、
太
田
川

梅
若
和
讃
唱
念
仏
踊
保
存
会
、
峠
節

保
存
会
の
９
団
体
が
演
奏
や
ダ
ン
ス

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
出
席
者
は
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も　

明
る
く
元
気
な　

笑
顔
を

泉
崎
村
敬
老
会　

長
寿
を
祝
う
!

長寿を祝し、全員でバンザイ三唱!

謝　　辞

しあわせ金婚夫婦の表彰

金婚夫婦の表彰

米寿の表彰

7 広報
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福島音楽療法研究会「ラルゴ」
元気はつらつ教室の皆さんによる歌やリズム

太田川梅若和譛唱念仏踊保存会の語りと踊り
念仏踊り「梅若語り・梅若一段」

中華太極拳愛クラブのしなやかな動き
「入門太極拳・24式簡化太極拳」

二小の生徒が感謝の気持ちを込めて踊った
よさこい「よっちょれ」

峠節保存会による歌と踊り
「村歌（わが泉崎）・峠節」

フラダンス「すみれ会」の華麗なフラダンス
「バリバリの浜辺・南国の夜」

中学校の素晴らしい音色　弦楽合奏
「G戦上のアリア・星に願いを」

サークル　ハイビスカスの華麗なフラダンス
「メレナナ・川の流れのように・バリバリの浜辺」

泉崎さつきレクダンスのリズミカルな踊り
「二輪草・雨音はショパンの調べ」

■７０歳以上の方（地区別）
宿　舘 １２６名 踏　瀬 ８６名
高　根 ６７名 関和久宿 １４６名
峠 １６５名 瀬知房 １６５名
原 １１８名 八雲神社 ９３名

太田川 １３９名 北平山 １２２名
　　　　　　　　　　　　　　　  計１，２２７名
■米寿該当者　　          　２８名
■金婚夫婦　　 　            １５組
■しあわせ金婚夫婦　　 　　７組

おじいちゃん　おばあちゃん　いつもありがとう
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マンスリー
      トピックス

8/258/25

9/129/129/59/5

今
回
は
、
東
北
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
へ

遠
足
に
い
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
供
た
ち
は
、
パ
ー
ク

内
を
バ
ス
で
ま
わ
り
、
ラ
イ
オ
ン

や
ト
ラ
を
み
た
り
、
草
食
動
物
の
と

こ
ろ
で
は
、
キ
リ
ン
や
ゾ
ウ
、
シ
カ

や
ラ
ク
ダ
な
ど
に
え
さ
を
あ
げ
た
り

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
実
際
に
動
物

と
ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
肩

に
サ
ル
が
の
っ
て
き
た
り
、
ハ
ム
ス

タ
ー
や
ヒ
ヨ
コ
を
だ
っ
こ
し
た
り
し

ま
し
た
。
さ
る
劇
場
や
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

シ
ョ
ー
、
ア
シ
カ
シ
ョ
ー
も
観
覧
し
、

一
日
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

　

第
４
回
親
子
教
室
が
ア
ク
ア
マ
リ

ン
ふ
く
し
ま
で
開
催
さ
れ
、
９
組
25

人
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
親
子
教
室
は
、
水
族
館
に

展
示
さ
れ
て
い
る
生
物
を
見
学
し
、

水
の
中
の
生
物
が
ど
ん
な
形
を
し
、

ど
ん
な
動
き
を
す
る
の
か
を
学
び
ま

し
た
。

　

ま
た
、
水
族
館
の
裏
側
に
あ
る
水

槽
を
管
理
す
る
機
械
や
、
餌
を
準
備

す
る
部
屋
、
生
物
搬
入
の
た
め
の
設

備
、
裏
側
で
働
く
方
の
姿
な
ど
、
普

段
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
を

見
る
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
ツ
ア
ー
な
ど
、

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

希
望
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て

い
ま
し
た
。

　

８
月
〜
９
月
は
違
反
転
用
、
遊
休

農
地
の
対
策
強
化
月
間
で
す
。

　

強
化
月
間
に
伴
い
、
農
業
委
員
に

よ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施
さ
れ
、

転
用
許
可
済
み
箇
所
の
進
捗
状
況
、

違
反
転
用
等
の
早
期
発
見
、
耕
作
放

棄
地
の
発
生
防
止
等
の
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　

大
切
な
資
源
で
あ
る
、
農
地
を
み

ん
な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

農
地
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
農

業
委
員
会（
53
―

２
４
３
０
）
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　
「
第
10
回
県
南
自
動
車
学
校
杯
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
泉
崎
予
選
会
」
が
、

八
雲
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

夏
の
日
差
し
が
照
り
付
け
る
中
、
硬
く

し
ま
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
小
石
に
悩
ま
さ

れ
な
が
ら
も
は
つ
ら
つ
プ
レ
ー
を
展
開
し

て
い
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
通
り
。（
敬
称
略
）

男
子
個
人
の
部　

①
小
林
文
二
②
酒
井
一

夫
③
三
村
緩

女
子
個
人
の
部　

①
金
子
文
江
②
玄
葉
京

子
③
小
林
信
子

団
体
の
部　

①
峠
②
北
平
山
③
八
雲
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日
本
の
米
の
価
格
は
、
毎
年
の
よ
う
に
下

が
り
、
生
産
調
整
面
積
は
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
一
方
、
農
業
従
事
者
の
年
齢
は
、
年

々
上
昇
し
、
高
齢
化
が
進
ん
だ
農
村
で
は
担

い
手
の
居
な
い
荒
れ
た
農
地
が
増
え
て
い
ま

す
。

　

私
共
は
、
環
境
保
全
を
ベ
ー
ス
に
そ
う
し

た
荒
廃
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
共
に
、
都

会
か
ら
の
後
継
者
も
安
心
し
て
帰
郷
で
き
る

環
境
を
作
り
又
、
担
い
手
不
足
の
遊
休
農
地

の
活
用
と
お
手
伝
い
が
出
来
れ
ば
と
思
い
、　

昨
年
よ
り
〈
こ
し
ひ
か
り
〉・〈
古
代
米
〉
を

つ
く
り
、
今
年
は
『
ム
サ
シ
ノ
〜
泉
崎
』
と

画
を
描
い
て
み
ま
し
た
。

　

ま
た
販
売
に
関
し
ま
し
て
は
、
弊
社
製
品

の
販
売
網
を
利
用
し
、
関
東
・
四
国
・
中
国

地
方
を
中
心
に
全
国
に
配
送
し
、
リ
ピ
ー
タ

ー
の
方
も
多
く
大
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

創
作
の
部

優
勝　

泉
崎
中
三
年

　
　
　

井
戸
沼
昇
吾
く
ん

暗
唱
の
部

第
二
位　

泉
崎
中
３
年

　
　
　
　

三
村　

英
く
ん

　

西
白
河
中
学
校
英
語
弁
論
大
会
は

28
日
、
白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
西
白
河
地
方
の
中

学
校
か
ら
暗
唱
、
創
作
の
両
部
門
に

約
50
名
が
出
場
し
た
こ
の
大
会
で
、

泉
崎
中
学
校
か
ら
出
場
し
た
生
徒
が

日
頃
の
練
習
成
果
を
発
揮
し
優
秀
な

成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

第
３
回
市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式
野

球
大
会
に
出
場
す
る
泉
崎
チ
ー
ム
の
結

団
式
が
９
月
３
日
（
木
）、
泉
崎
村
資

料
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
柳
光
一
代

表
が
選
手
一
人
一
人
を
紹
介
し
、「
各

選
手
が
各
種
大
会
で
活
躍
し
て
い
る
の

で
、
昨
年
以
上
の
成
績
を
残
し
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

ま
た
、
深
澤
祐
一
主
将
が
「
チ
ー
ム

一
丸
と
な
っ
て
上
位
進
出
し
た
い
」
と

力
強
く
決
意
表
明
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
の
日
程
は
９
月
26
（
土
）
午
後
４

時
県
営
あ
づ
ま
球
場
に
お
い
て
開
会

式
、
10
月
４
日
（
日
）
第
３
試
合
で
金

山
町
チ
ー
ム
と
対
戦
し
ま
す
。
み
な
さ

ん
の
応
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
５
日
さ
つ
き
球
場
で
、

結
協
定
を
結
ん
で
い
る
南
会
津
町
と
の

交
流
試
合
（
２
試
合
）
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
１
‐
４
・
１
‐
２
で
惜
敗
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
随
所
に
好
プ
レ
ー

が
あ
り
大
会
本
番
で
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
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☎
54
―

１
５
５
５

　　

平
成
22
年
３
月
に
大
学
院
・

大
学
・
短
大
・
高
専
・
専
修
学

校
等
を
卒
業
予
定
の
方
、
平
成

21
年
３
月
に
卒
業
し
就
職
未
内

定
の
方
を
対
象
に
、
県
内
に
就

業
場
所
又
は
営
業
拠
点
を
有
し
、

正
社
員
と
し
て
雇
用
す
る
計
画

の
あ
る
事
業
所
と
、
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
30
分
ま

で○
会
場　

白
河
市
中
央
公
民
館

　
（
天
神
町
）

○
問
い
合
わ
せ
先

白
河
調
停
協
会
（
郭
内　

裁
判

所
）

☎
22
―

５
５
５
５

　

土
地
の
筆
界
が
不
明
又
は
争

い
の
あ
る
場
合
に
、
法
務
局
の

筆
界
特
定
登
記
官
が
土
地
の
所

有
権
の
登
記
名
義
人
等
の
申
請

に
基
づ
き
、
筆
界
に
関
し
専
門

的
な
知
識
・
経
験
を
豊
富
に
有

し
て
い
る
外
部
専
門
家
で
あ
る

筆
界
調
査
委
員
の
意
見
を
踏
ま

え
、
簡
易
迅
速
に
現
地
に
お
け

る
筆
界
の
位
置
に
つ
い
て
の
判

断
を
示
す
制
度
で
す
。

○
日
時　

11
月
８
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
（
受
付

時
間
）

○
場
所　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ

く
し
ま
（
３
階
小
会
議
室
）

○
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
土

地
家
屋
調
査
士

※
相
談
は
無
料

○
問
い
合
わ
せ
先　

福
島
地
方

法
務
局

☎
024
―

534
―

２
０
４
８

校
生
を
対
象
に
就
職
面
接
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

人
材
を
求
め
る
企
業
と
就
職

を
希
望
す
る
高
校
生
が
一
同
に

会
し
直
接
対
話
で
き
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
日
時

10
月
29
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
場
所　

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト

　

白
河
（
Ｊ
Ｒ
新
白
河
駅
前
）

○
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河　

　

☎
24
―

１
２
５
６

○
日
時　

10
月
23
日
（
金
）

　

午
後
１
時
〜
４
時
ま
で

○
場
所　

村
保
健
福
祉
総
合
セ

　

ン
タ
ー

○
問
い
合
わ
せ
先　

村
社
会
福

　

祉
協
議
会　

☎
54
―

１
５
５
５

　

土
地
、
建
物
、
金
銭
の
貸
し

借
り
、
離
婚
、
相
続
の
問
題
な

ど
で
お
困
り
の
方
、
是
非
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
11
日
（
水
）

○
日
時　

11
月
11
日
（
水
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

○
場
所　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト

　

ふ
く
し
ま

○
内
容　

事
業
所
の
ブ
ー
ス
に

お
け
る
人
事
担
当
者
と
の
個
別

面
談
、
安
定
所
等
各
機
関
に
よ

る
職
業
相
談
・
情
報
提
供
等

○
そ
の
他　

①
事
前
申
込
み
不

要
で
す
。
②
参
加
事
業
所
は
各

会
場
の
開
催
一
週
間
前
に
、
福

島
労
働
局
HP
上
で
公
開
し
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

厚
生
労
働

　

省
福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
024
―

528
―

０
３
６
６

　

企
業
と
来
春
卒
業
予
定
の
高

　

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介

護
保
険
事
業
所
の
「
訪
問
入
浴

サ
ー
ビ
ス
事
業
所
」
を
運
営
し

て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
寝
た
き

り
等
の
お
年
寄
り
を
入
浴
さ
せ

る
の
が
困
難
な
と
き
に
、
ス
タ

ッ
フ
３
名
が
移
動
入
浴
車
で
訪

問
、
ご
自
宅
で
入
浴
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
ま
す
。
さ
つ
き

温
泉
の
お
湯
を
利
用
し
て
い
ま

す
の
で
、
自
宅
で
温
泉
に
入
れ

る
と
大
変
好
評
で
す
。
利
用
料

金
は 

１
回
１
，２
５
０
円 

で

す
。
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
社

会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

総務課
５３－２１１１

行政推進室
５３－２４０９

住民生活課
５３－２１１２

税務課
５３－２１１３

建設水道課
５３－２１１４

土地販売促進課
５３－２２３８

産業振興課
（農業委員会）
５３－２４３０

会計室
５３－２７３１

議会事務局
５３－２４９９

保健福祉課
５４－１３３３

学校教育課
５４－１５３３

中央公民館
５３－２２５８

生涯学習課
（スポーツ振興係）
５３－３７７５

泉崎村役場代表電話
５３－２１１１

in format ion
お知らせ

informat ion
お 知らせ

募集募集 案内案内 お願いお願い

相談相談催し催し

相
談
相
談

相
談
相
談

相
談
相
談
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子育て応援特別手当 （平成21年度版）
平成２０年度の子育て応援特別手当との違い

・第１子を含む手当の支給　・DV被害者の方の子育て応援特別手当支給

目　　　　的
　子育て応援特別手当 (21 年度版 ) は、平
成 21（2009）年 4月 10 日に決定された「経
済危機対策」の一環です。
　現下の厳しい経済情勢を踏まえ、幼児教
育期の負担に配慮する観点から、平成 21
（2009）年度限りの措置として、幼児教育
期の子ども１人あたり３万６千円を支給し
ます。

手当の額
　対象となる子ども１人あたり３万６千円
を、同居している世帯主に支給します。手
当の支給は、１回払いとなります。

代理申請について
　申請者が申請受給者の代理であること及
び、代理人本人であることが確実に確認で
きる場合に限ります。

申請の手続き
　手当の受給には、対象となる子どもと同居している世帯主の方が役場から送付される申請
書に必要事項を記入し、申請書を郵送若しくは直接役場総務課に提出していただくことが必
要です。
　手当の受け取りは、原則として、口座振込みとなりますが、現金での受給も可能です。
　手当の申請の受付開始は、１２月１１日以降となります。
　申請期限は、受付開始日から６ヶ月となっています。対象となる方は、忘れずに申請をし
て下さい。

対象となる子ども
　平成 21（2009）年度において小学校就
学前 3年間に該当する子ども（具体的には、
生年月日が
平成１５（２００３）年４月２日から
平成１８（２００６）年４月１日まで

の子ども）が対象となります。

ＤＶ被害者の方の
子育て応援特別支給に関して

　事前に申請書を提出していただく必要が
あります。受付期間は、１０月１日から
１０月３０日までとなっておりますので、
申請を希望される場合はお早めに役場総務
課へご連絡下さい。

申請の際に必要となるもの
※申請の際には、ご本人の確認をさ
せていただきますので、運転免許
証、住基カード、パスポート、外
国人登録証明書などをお持ちくだ
さい。
※振込み口座の氏名と番号を確認す
るため、申請書には通帳の写しを
添付してください。
※ゆうちょ銀行を振込先とする場合
には、通帳の記号・番号を記入す
ることになります。
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　　　　　　　 …周りの人の悩みに気づき、耳を傾けましょう。
　　　　　　　 …早めに専門家に相談するよう促しましょう。
　　　　　　　 …温かく寄り添いながら、やさしく見守りましょう。

　国内の自殺者は３万人を超え、福島県の自殺者数は平成２０年は５３４人で一日に約１. ５人が自殺で亡く
なっています。平成１９年より若干の減少は見られたものの、昨年後半からの１００年に一度と言われる大不
況により、福島県警察本部統計では自殺者数は増加傾向にあります。
　悩みごとや生活上の困りごとなどは、ひとりでかかえ込まずに相談しましょう。

ストレスを一人で抱え込んでいませんか？ストレスは重くなればなるほど身動きが取れなくなります。
（※相談したり気晴らしをする元気もなくなってしまうからです。）
なにごとも体が資本です。まずは体調を整えてから。休養や気晴らしなどでストレス解消しましょう。
そして…調子を崩したら「気軽に」「早めに」相談することが大切です。

〈問い合わせ先〉泉崎村保健福祉課　☎　５４－１３３３

　 相談内容 相談窓口・相談機関 電話番号 相談受付時間

心
の
健
康
相
談

こころの健康、ひきこもり、
アルコール問題、精神障が
い者の医療・社会復帰等に
関する相談

精神保健福祉センター ０２４－５３５－３５５６
月～金　８：３０～１７：３０

県 南 保 健 福 祉 事 務 所 ０２４８－２２－５６４９

こころの病、不安、孤独、
生きているのがつらいなど
のさまざまな悩み

こ こ ろ の 電 話 相 談 ０２４－５３５－５５６０ 月～金　９：００～１６：００

福 島 い の ち の 電 話 ０２４－５３６－４３４３ 毎日　１０：００～２２：００

東京自殺防止センター ０３－５２８６－９０９０ 毎日　２０：００～翌朝６：００

労
働

職場のストレスや対人関係
の悩みなどの相談

福 島 労 災 病 院
勤 労 者 心 の 電 話 相 談

０２４６－４５－１７５６ 月～金　１４：００～２０：００

犯
罪
・
暴
力

ストーカー、配偶者からの
暴力、虐待、自殺、いじめ
問題、振り込め詐欺、架空
請求などの相談

警 察 安 全 相 談
（県民サービスセンター）

０２４ー５３３－９１１０
電話相談　毎日（終日）
面接相談
月～金８：３０～１７：３０

消
費
生
活

悪徳商法等の消費者トラブ
ルの相談、多重債務整理に
関する情報提供

福島県消費生活センター ０２４－５２１－０９９９ 月～金　９：００～１７：００

法
律

借金、相続、夫婦間の問題
等の相談窓口紹介

日本司法支援センター
法テラス（福島地方事務所）

０５０３３８３－５５４０ 月～金　９：００～１７：００

障
が
い
者

障がい者１１０番（障がい
者の日常生活での心配や悩
み・困りごと等の相談）

福 島 県 障 が い 者
社会参加推進センター

０２４－５２８－７１１０ 月～金　８：３０～１７：００

高
齢
者

家庭問題、老後の不安、介
護の悩み等の相談

福 島 県 高 齢 者
総 合 相 談 セ ン タ ー

０２４ー５２４－２２２５ 月～金　９：００～１７：００

女
性 女性が抱えるあらゆる相談

女 性 の た め の
相 談 支 援 セ ン タ ー

０２４－５２２－１０１０
９：００～２１：００　　　　　
　　（祝祭日・年末年始を除く）

子
ど
も

子どものあらゆる相談
（１８歳未満） 中 央 児 童 相 談 所 ０２４－５３４－５１０１ 月～金　８：３０～１７：３０
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こ
ん
に
ち
は
、
泉
崎
村
民
の
み
な
さ

ん
、
そ
し
友
の
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
い

つ
も
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
早

い
も
の
で
私
は
泉
崎
を
離
れ
て
五
十
数

年
に
な
り
ま
す
。
今
で
は
ふ
る
さ
と
に

帰
る
た
び
に
村
の
人
達
の
温
か
く
、
懐

か
し
い
言
葉
に
ふ
れ
幸
せ
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　

八
月
の
お
盆
に
帰
省
し
、
さ
つ
き
温

泉
に
行
っ
た
時
、
木
戸
番
の
お
じ
さ
ん

や
お
ば
さ
ん
に
「
い
つ
来
た
ん
だ
い
、

今
度
は
ゆ
っ
く
り
し
て
い
け
る
の
」
な

ど
と
声
を
か
け
ら
れ
、
ま
た
風
呂
に
入

る
と
「
明
日
天
気
に
な
っ
た
ら
、
そ
ば

を
ま
き
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
も
種
ま
き
を

や
ら
な
い
と
な
ら
な
い
」、「
も
う
白
菜

の
種
も
ま
か
な
い
と
な
ら
な
い
」
と
村

の
お
じ
さ
ん
達
の
話
も
聞
こ
え
、
い
つ

も
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な
い
季
節
や
人

と
の
何
気
な
い
ふ
れ
あ
い
に
心
も
温
ま

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
早
朝
散
歩
を
し
て
い
る
と
通

り
す
が
り
の
中
学
生
に
「
お
は
よ
う
ご

ざ
い
ま
す
」
と
大
き
な
声
を
か
け
て
も

ら
い
、
と
っ
て
も
す
が
す
が
し
い
気
分

に
な
り
ま
し
た
。

　

夕
方
に
な
れ
ば
「
こ
ん
ば
ん
は
や
、

お
ば
ん
で
す
」
と
声
を
か
け
ら
れ
、
そ

の
夜
は
い
い
夢
を
見
な
が
ら
朝
ま
で

ぐ
っ
す
り
と
眠
れ
ま
し
た
。

東
京
に
向
か
う
車
の
中
で
も
、
和
や
か

な
気
持
ち
の
ま
ま
帰
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

又
、
泉
崎
村
友
の
会
も
二
十
六
年
生

に
な
り
、
若
い
方
々
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
秋
に
は
友
の
会
旅
行

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ん
と
心
温
ま
る
楽
し
い
一
時
を
過

ご
せ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

泉
崎
村
友
の
会
会
員
募
集
の
お
知
ら
せ

　

泉
崎
村
友
の
会
で
は
、
随
時
新
規
会

員
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

友
の
会
の
活
動
と
し
て
は
毎
年
総
会

や
懇
親
会
を
開
催
し
会
員
相
互
の
交
流

や
村
の
各
種
団
体
と
の
交
流
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

友
の
会
は
、
泉
崎
村
出
身
の
方
で
ふ

る
さ
と
泉
崎
を
離
れ
村
外
で
生
活
さ
れ

て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
入
会

で
き
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の
親
族

等
の
方
に
お
知
ら
せ
お
誘
い
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
振
興
課
内
・
友
の
会
泉
崎

村
事
務
局
（
☎
53
―

２
４
３
０
）

泉
崎
村
友
の
会
副
会
長　
　

東
京
都
世
田
谷
区
在
住
（
泉
崎
字
八
丸
出
身
）

小　

島　
　
　

進

ク　ラ　ブ

　９月１０日（木）第４回料理コンクール「まごわやさしい料理」の１次審査が保健センターにおいて行われ
ました。９８点の多数の応募があり、食改の会員又関係スタッフは大変喜んでおります。
　中学校では夏休みの課題にしていただいたそうで、出品された作品は努力の跡が見え、ご家族のアドバイス
も入っているのか、力作ぞろいでした。
　審査は優劣つけがたく、全員の方に残っていただきたいほどでした。審査委員長の中村先生も大変悩まれた
のではないでしょうか。
　審査の結果、１８点が選ばれました。駒を進められた方々は２次審査でも頑張って下さい。

キッズクラブ　鈴木保子
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4月より泉崎南東北居宅介護支援事業所として生まれ変わりました。

日　時　平成21年10月17日（土）14：00より
場　所　泉崎村保健福祉総合センター
内　容　『はじめようパワーリハビリ』　※パワーリハビリ体験コーナーあります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　講　師　　理学療法士　平野 雄三

≪泉崎南東北だより≫

問い合わせ先　電話 53-2415　担当：　鈴木・澤田　 

問い合わせ先　　電話 53-2415　担当：　支援相談員 嶋崎

問い合わせ先　　　　泉崎村保健福祉総合センター内　TEL54 － 1888　担当：星・北澤

診療科目案内 泉崎南東北診療所
月 火 水 木 金 土 日

午前

福地　総逸
（内　科）
菅野　　拡

（内科・胃腸内科）
小林　奈美江
（眼　科）

原田　　實
（内科・胃腸内科・外科）

山口　勝之
（小児科）

福地　総逸
（内　科）

成澤　俊雄
（内　科）

福地　総逸
（内　科）

山口　勝之
（小児科）

福地　総逸
（内科）
佐藤　洋一

（心臓血管外科） 
高瀬　信弥

（心臓血管外科）

休　診

午後
福地　総逸
（内　科）

原田　　實
（内科・胃腸内科・外科）
菅野　　拡
（往　診）

福地　総逸
（内　科）

成澤　俊雄
（内　科）

※午後３時まで

福地　総逸
（内　科）

福地　総逸
（内　科）

休　診

※　受付時間：午前８：３０～１１：３０まで　　午後１：３０～４：３0まで     
※　木曜は午後２：３0までの受け付けとなりますのでお気をつけ下さい　      
※　土曜の佐藤先生、高瀬先生は各週交互の診療となります        
※　日曜・祝祭日及び年末年始（12 月 31 日～１月 3日）は休診となります      
※　送迎は従来通り行っております

１０月より菅野先生による往診が月曜日から火曜日に変更となりました。

□ 退院後の生活について不安がある

□ 家で介護をしていて困っている

□ トイレやお風呂で困っている

□ リハビリをして活動性を高めたい

　上記項目にこころあたりのある方は

随時電話での対応を行っております。
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　日の入りが早くなり、南会津の山もほのかに色づいてきました。南会
津の紅葉を満喫すると共に、秋の味覚も一緒に味わってみませんか。
　「伊南川古町温泉あゆまつり」が１０月１８日（日 ) に伊南地域古町温泉「赤岩荘」
周辺を会場にして開催されます。当日は、あゆ定食（予約制）、あゆの塩焼き、手打
ちそばや伊南地域の秋の山菜・野菜などが出店される予定です。地元愛好会のアトラ
クションも準備されていますので、合わせてお楽しみください。
　また、前日１７日には「大博多山秋の山開き」も開催されます。２日間にわたり紅
葉の南会津を楽しんでみてはいかがでしょうか。
■秋の山開き　大博多山（標高　1,315ｍ）
•開催日　１０月１７日（土）　午前８時受付
•場　所　南会津町青柳登山口
•その他　先着 300 名に記念バッジ進呈、参加者全員に古町温泉入浴券進呈
■伊南川古町温泉　あゆまつり
•開催日　１０月１８日（日）　午前１０時～午後３時
•場　所　南会津町古町　古町温泉「赤岩荘」周辺

　問合せ　南会津町観光協会伊南支部　☎ 0241-76-2517
　泉崎村と南会津町を結びつけてくださった、小林日出夫村長のご逝去を悼み、謹んでお悔やみ申し上げます
とともに、心からご冥福をお祈りいたします

Vol.8

秋の山開き 大博多山（だいはたやま）
伊南川古町温泉あゆまつり

地　区

診療日
白　　河　　地　　区

歯　　　　科
小　児　科 内　　　科

10月４日㈰ み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク 緑 が 丘 さ く ら 診 療 所 国 井 歯 科 医 院

11日㈰ わたなべ子どもクリニック よこむら整形外科クリニック 吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク

12日㈪ お か ざ き ク リ ニ ッ ク ら く ら く 医 院 白河みなみ歯科クリニック

18日㈰ 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院 吉 田 外 科 医 院 九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク

25日㈰ 関 医 院 わ た な べ 内 科 医 院 サ ン デ ン タ ル ク リ ニ ッ ク

11月１日㈰ 関 根 医 院 渡 部 病 院 青 村 歯 科 医 院

　　３日㈫ 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク あ り が ク リ ニ ッ ク 赤 沼 歯 科 医 院

　　８日㈰ み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク い が ら し 内 科 ク リ ニ ッ ク 安 部 歯 科 医 院

　　15日㈰ わたなべ子どもクリニック 宇 都 宮 ク リ ニ ッ ク 大 栄 歯 科 ク リ ニ ッ ク

　　22日㈰ お か ざ き ク リ ニ ッ ク 大 高 内 科 胃 腸 科 五 十 嵐 歯 科 医 院

　　23日㈪ 岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院 大 高 整 形 外 科 岩 谷 歯 科 医 院

　　29日㈰ 関 医 院 お お ほ り ク リ ニ ッ ク 海 野 歯 科 医 院

休 日 救 急 当 番 医 表

※休日当番医を受ける場合は、「しらかわ救急情報センター」にお問い合わせてください。
　しらかわ救急情報センター 　☎２３－９９０９
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リ
レ
ー
ト
ー
ク

　

早
い
も
の
で
、
泉
崎
村
に
移

り
住
ん
で
約
十
年
に
な
り
ま
し

た
。
以
前
は
、
矢
吹
町
の
ア
パ

ー
ト
に
住
ん
で
い
て
、
長
男
が

生
ま
れ
て
、
長
男
へ
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
で
家
を
買
い
ま
し
た
。
そ

の
長
男
も
小
学
校
３
年
生
に
な

り
、
村
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
先
日
、
試
合

が
あ
り
長
男
の
一
生
懸
命
な
姿

を
見
て
少
し
感
動
し
ま
し
た
。

泉
崎
村
に
住
ん
で
か
ら
生
ま
れ

た
次
男
は
、
と
て
も
ひ
ょ
う
き

ん
な
子
供
で
す
。

　

妻
は
、
村
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
っ
て
い
ま
す
。
毎
週
２
回

の
練
習
を
と
て
も
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

　

私
は
、
休
日
に
犬
と
散
歩
し

な
が
ら
、
村
の
景
色
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
私
の
家
族
は
、
と

て
も
泉
崎
が
大
好
き
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
孫
、
ひ
孫
と
泉
崎

に
住
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
次
回
は
中
野
目
三
穂
子
さ
ん

へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
）

吉田　栄
（天王山）

○

　
　

泉
崎
俳
句
会

き
ょ
う
だ
い
は
三
男
三
女
秋
高
し　
　
　
　
　
　
　

ま
つ
え

萩
の
花
失
意
の
色
の
濃
か
り
け
り　
　
　
　
　
　
　

潤　

子

鶏
頭
を
咲
か
せ
て
客
を
待
ち
に
け
り　
　
　
　
　
　

く　

に

新
松
子
水
を
は
な
る
る
空
の
色　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

東
山
そ
し
て
西
山
稲
の
波　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
カ
子

白
蓮
に
赤
き
実
の
成
る
あ
は
れ
か
な　
　
　
　
　
　

輝　

男

楢
山
の
奥
の
青
空
秋
薊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃

枯
る
る
い
ろ
水
よ
り
貰
ふ
竹
煮
草　
　
　
　
　
　
　

光　

郎

木
の
実
降
る
初
め
て
と
ほ
る
道
が
好
き　
　
　
　
　
　

〃

人
の
声
待
ち
て
も
み
づ
る
な
な
か
ま
ど　
　
　
　
　

直　

子

鑑
賞
句

風
の
盆
ひ
と
つ
遅
れ
て
子
の
手
振
り　
　
　
　
　
　

石　

寒
太

　
「
風
の
盆
」
と
い
う
の
は
ご
存
知
か
と
思
い
ま
す
が
富
山
県

の
八
尾
と
い
う
所
で
行
わ
れ
て
い
る
民
俗
行
事
で
三
日
間
、
明

け
方
ま
で
胡
弓
の
音
と
と
も
に
静
か
に
町
な
か
を
踊
り
流
す
行

事
で
す
。

　

伝
統
行
事
を
大
事
に
し
て
子
供
の
こ
ろ
か
ら
踊
り
流
し
に
参

加
し
て
い
る
子
供
の
様
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

　

作
者
は
踊
り
の
優
雅
さ
も
然
る
事
な
が
ら
一
生
懸
命
に
踊
っ

て
い
る
子
供
に
感
動
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
直
子

みんなの広場

105

はっぴいばあすでい…１才になりました…

菊地　悠
はる

聖
き
くん 岡部　凪

なぎ

沙
さ
ちゃん井上　心

のぞ

望
み
ちゃん

平成２２年度泉崎幼稚園入園児募集
（３，４，５歳児）

●対　　象      
※５歳児（平成16年４月２日～平成17年４月１日生まれ）
※４歳児（平成17年４月２日～平成18年４月１日生まれ）
※３歳児（平成18年４月２日～平成19年４月１日生まれ）
●募集期間     
　平成２１年１１月４日（水）～１３日（金）
●提出書類     
　所定の入園願書に必要事項を記入し幼稚園に提出して
ください。
　願書は幼稚園及び教育委員会にあります。
●問い合せ先
　泉崎幼稚園　　　　　☎　５３－２８１０  
　泉崎村教育委員会　　☎　５４－１５３３

　本村幼稚園では「預かり保育」を実施しています。預か
り保育を希望される保護者は入園願書提出の際、幼稚園か
ら「預かり保育登録申込書」を受け取り申し込みください。
　なお、兄姉が児童館に行っている場合は児童館に申し込
みするようになります。
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今　月　の　納　期
１１月２日（月）まで

　　○介 護 保 険 料 第 ４ 期
　　○国 民 健 康 保 険 税 第 ４ 期
　　○後期高齢者医療保険料第３期
　　○村 県 民 税 第 ３ 期
　　○村営住宅使用料１０月分
　　○水 道 料 金 第 ４ 期

心配ごと相談・行政相談
○開催日　１０月１０日（土）
○時　間　午前１０時～正午
○場　所　村保健福祉総合センター
○相談員　心配ごと相談（村民生委員）
　　　　　菊地行雄さん・鈴木廣行さん
　　　　　行政相談　小林敏明さん
○問い合わせ先
　心配ごと相談　社会福祉協議会　☎54―1555
　行政相談　　　総務課　　　　　☎53―2111

　建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づ
き建設現場労働者の福祉の増進と建設業を営む
中小企業の振興を目的として設立された退職金
制度です。
　この制度は、事業主の方々が、労働者の働いた
日数に応じて掛金となる共済証紙を共済手帳に
貼り、その労働者が建設業界で働くことをやめ
たときに建退共から退職金を支払うという、い
わば業界全体での退職金制度です。
　加入できる事業主：建設業を営む方
　対象となる労働者：建設業の現場で働く人
　掛金：日額３１０円
★特　徴
○国の制度なので安全、確実、申し込み手続き
は簡単です。

○経営事項審査で加点評価の対象となります。
○掛金の一部を国が助成します。
○掛金は事業主負担となりますが、法人は損金、
個人では必要経費として扱われ、税法上全額
非課税となります。

○事業主が変わっても退職金は企業間を通算し
て計算されます。

問い合わせ先　建退共福島支部
　　　　　　　☎024－523－1618

知ってますか？建退共制度オータムジャンボ宝くじ
1等前後賞合わせて3億円

発売期間９月２８日～１０月２６日
この宝くじの収益金は、市町村の明るい住みよいまちづくりに使われます。

秋 の 行 政・県 政 相 談 開 催 の お 知 ら せ
　１０月１９日（月）～２５日（日）までの１週間は ｢秋の行政相談週間 ｣です。行政相談は、役所（国 ･県
･市町村）やNTTなど特殊法人の仕事に関して、苦情や困りごと、要望等を受付けています。相談は無料で
秘密は守られますので、お気軽にご相談ください。
　また、秋の行政相談に併せて県政相談も実施いたしますので、どんな些細な困りごとでも結構ですのでご
相談にいらしてください。

◇日　　時　１０月２３日（金）    　　　※行政相談員は、毎月第２土曜日
　　　　　　午前１０時～午後３時　　　（午前１０時～正午）に村保健福　
◇場　　所　村保健福祉総合センター　　祉センターで行政相談を行ってい
　行政相談委員　小　林　敏　明　　　　　　ますので、是非ご利用ください。
　住　　所　泉崎字谷地久保 50-42　　  ○問い合わせ先
　電　　話　５３－３３５７　　　　　 総務課　☎５３－２１１１
　行政相談委員　真　船　敏　行

　※県政相談につきましては、毎週月～金曜日（午前９時～午後４時）まで白河合同庁舎県政相談室（３階）
で相談を行っておりますのでお気軽にご相談ください。☎０１２０－８９９－７２３フリーダイヤル
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28
㈬

○３歳児健診【対象者】平成
１８年５月～１８年８月生まれ
午後１時～１時３０分
○英会話教室・英語教室
資源ごみの日

29
㈭

休肝日
○祖父母保育参観日

30
㈮ 燃えるごみの日

3131
㈯㈯ ○職員視察研修日

11/111/1
㈰㈰

2
㈪

介護保険料第４期、水道料金第
４期、国民健康保険税第４期、
村県民税第３期、後期高齢者医
療保険料第３期、村営住宅使用
料１０月分納入期限
○学校自由参観

3
㈫ 文化の日

4
㈬

○○学校自由参観
○英会話教室・英語教室
資源ごみの日

5
㈭ ○学校自由参観、給食試食会

6
㈮

○保育参加（親子人形劇鑑賞）、
クラス懇談会
○芸術鑑賞
燃えるごみの日
燃えないごみの日

77
㈯㈯ ○○学習発表会

88
㈰㈰
9
㈪

休肝日
○○繰替休業日
○三者教育相談（９日～１２日）

10
㈫

○防火呼びかけ
○筋肉を貯える「貯筋会」
○Cook ＆ cooking
燃えるごみの日

15
㈭ ○宿泊学習（５年：15日～16日）

16
㈮

○修学旅行（６年）、見学学習旅
行（１年～４年）
○幼年消防クラブ白河大会（年
長児参加）
燃えるごみの日

1717
㈯㈯

○保護者会主催「親子いも煮会」
○第３回奉仕作業
○こども体験くらぶ
第２５回協会長杯家庭バレー
ボール大会

1818
㈰㈰

○消防団秋季検閲
白河、西白河壮年ソフトボール大
会

19
㈪
20
㈫

○いもほり遠足
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

21
㈬

○○マラソン大会
○なかよしクラブ
○英会話教室・英語教室
資源ごみの日

22
㈭

○出前元気はつらつ教室全体交
流会
○出前元気はつらつ教室全体交
流会
○研究会のため午前保育

23
㈮

○成人学級
○無料法律相談  午後１時～４時
○いもほり遠足予備日
○修学旅行（６年）、見学学習旅
行（１年～４年）
燃えるごみの日
燃えないごみの日

2424
㈯㈯

○盆栽教室
○もちつき大会
○白樺祭

2525
㈰㈰

白河、西白河壮年ソフトボール
大会予備日

26
㈪ ○振替休業日

27
㈫

○ポリオ生ワクチン投与【対象
者】生後３か月～９０か月未満
で２回終了していない児　午後
１時～１時３０分
○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日
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「広報いずみざき」は再生紙を使用しています。

　　　　　　　　 人　口　　　　人　口　　   合　計　      世帯数
（８月１日現在）男  3,247人　　女  3,467人　　6,714人　　　1,974戸
（９月１日現在）男  3,250人　　女  3,462人　　6,712人　　　1,972戸

　：農村環境改善センター　　：保健福祉総合センター　　：資料館　　：保育所　　：幼稚園　　：児童館　　：中央公民館　　：さつき公園

　：第一小学校　　：第二小学校　　：中学校　　：トレーニングセンター　　　：泉崎南東北診療所　　：弓道場　　：ソフト球場
農

一

保

二 中

資

ト

育 幼 さ

診

児 公

弓 ソ

10月の行事10月の行事
１
㈭

○環境安全点検日（職員）
燃えるごみの日

２
㈮ ○ピクニック

３３
㈯㈯

○運動会
○土曜登録児受け入れ

４４
㈰㈰

第４回村内統一クリーンアップ
作戦
村内統一クリーンアップ作戦

５
㈪

○繰替休業日
○園児早朝受け入れ

６
㈫

○３・４か月児健診　【対象者】
平成２１年５月～６月生まれ　
午後１時～１時３０分
○９・１０か月児健診【対象者】
平成２0年１１月～１２月生ま
れ　午後１時～１時３０分
○筋肉を貯える「貯筋会」
○Cook ＆ cooking
燃えるごみの日

７
㈬

○英会話教室・英語教室
資源ごみの日

８
㈭

○６・７か月児健康相談　【対象
者】平成２１年２月～３月生ま
れ　午前９時３０分～１０時

９
㈮

休肝日
○なかよしクラブ自由参加日
○校内スポーツ大会
燃えるごみの日
燃えないごみの日

1010
㈯㈯

○心配ごと相談・行政相談所開
設　保健福祉総合センター　午
前10時～ 12時
○庭木剪定教室
泉崎横穴一般公開

1111
㈰㈰
1212
㈪㈪ 体育の日

13
㈫

○筋肉を貯える「貯筋会」
燃えるごみの日

14
㈬

○英会話教室・英語教室
粗大ごみの戸別収集日
資源ごみの日

泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.11.30
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 10
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.11.30
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。

Coupon 10
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）

☎0248－53－4211

日帰り入浴 100円割引券

有効期限：Ｈ 21.11.30
●１枚につき１名１回限り有効、来館時
に提出してください。
●年間利用券、回数券との併用はできま
せん。
●本券は現金との引き替えはできません。
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